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更生支援文化は「現在進行形」

10月31日に矯正施設所在自治体会議のブロック会議
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全国の「東和」「吉田」「八千代」「大和」など

同じ名前を持つ自治体が、「姉妹都市」「姉妹町」

として交流を進める…という楽しくなる事例があり

ます。矯正施設が所在する自治体にも、価値ある取

組があるのです。刑務所や少年院などの矯正施設が

あることを共通項とした自治体の間で、「矯正施設

所在自治体会議」を設けています。再犯防止や地域

活性化策に役立てるための話し合いを持ち、ネット

ワークを深めています。

全国７ブロック別に地域部会を開催していますが、

このうちの関東甲信越地域部会（議長・昭島市長）

が１０月３１日に開かれます。コロナ禍で、令和２

年度・3年度は書面での開催でしたが、今年度はオ

ンライン形式で進められます。全３２自治体が参加

予定です。

横浜市・静岡市・さくら市から自治体での再犯防

止の取組発表、府中刑務所からは矯正施設の取組発

表があります。意見交換の場も設けられていて、更

生支援の「現在地」を示すものともなりそうです。

更生支援文化は刻々と動いています。ぜひウオッチ

してください。

会議の模様は、次号でお伝えする予定です。

喜連川少年院で作った野菜や陶器を令和４年１０月

から「道の駅きつれがわ」において販売することに伴

い、１０月６日（木）、喜連川商工会館で協定書調印

式が行われました。

調印式には、株式会社道の駅きつれがわ代表取締役

社長花塚隆志さくら市長と喜連川少年院長の淵上泰郎

院長が出席。調印式後には、取組の説明や報道各社か

らのインタビューが行われ、花塚市長からは「このよ

うな前向きな取組が少年の励みになれば」と温かいコ

メントをいただきました。

在院者が作った野菜などを道の駅で販売する取組は

全国でも珍しく、多様な職業体験や出院後の幅広い進

路選択に資する矯正教育の一環として実施する新しい

取組です。

実際にこの日、商工会館に隣接する同道の駅では、

在院者が農薬を使用せずに育てたピーマンやじゃがい

もが販売され、多くのお客様が手に取っておられまし

た。

今後は、毎週火曜日と金曜日にさまざまな野菜を入

荷する予定です。

近くにお越しの際に探してみてはいかがでしょうか。

少年たちの思い 外へ
道の駅に 野菜や陶器 継続的に

「地域との共生」を運営
理念の一つとしている喜
連川社会復帰促進セン
ターで作ったＰＯＰも発
見！
野菜をアピールしていま
す。

協定に調印した道の駅
きつれがわ社長の花塚
隆志さくら市長（左）と淵
上泰郎喜連川少年院長

販売されている野菜たち
▶



語
る
を

更
生
支
援

【法務省矯正局特別機動警備隊とは？】

平成３１年４月、矯正局長直轄の「法務省矯正局特別機動警備隊」（Ｓ

ｐｅｃｉａｌ Ｓｅｃｕｒｉｔｙ Ｒｅａｄｉｎｅｓｓ Ｔｅａｍ 通称「SeRT」（サート））が発足

しました。

ＳｅＲＴは、刑務所や少年院等の矯正施設において、暴動、逃走、災害

等の緊急の対応が必要となる「非常事態」が発生した場合に、迅速かつ

的確に対処することを主な任務としています。また、災害時に施設の一

部を避難所として開設した際には、その運営や被災地支援活動も行い

ます。

【どんな組織？】

全国の刑事施設から選抜された刑務官で構成された常設部隊で、

日々、警備用具等の使用訓練や災害救助訓練などを行っています。

【災害支援に関する活動は？】

〇 東日本台風被害に係る東京拘置所での避難所開設、長野県須坂

市での災害復旧活動（令和元年）

〇 熱海市伊豆山土石流災害に係る派遣活動（令和３年）

矯正の世界に 災害時支援の「別の顔」

特別機動警備隊 活動中
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平成１３年に加古川
刑務所で刑務官を
拝命。
姫路少年刑務所で
の勤務を経て令和３
年度から特別機動
警備隊勤務。
剣道教士七段。
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熱海市伊豆山地区での活動の
様子

法務省矯正局特別機動警備隊 山川さん

被災地に寄り添う支援活動
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